
視察先のコワーキングオフィス「トヨプラ」内部の様子（豊見城市）

視察先で紹介された、月桃やウコンなど沖縄の特色ある地域資源

全体セッションでの個別相談、商談会
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【総務部】

平成 30年度「沖縄力発見創造事業」
企業誘致促進プログラム

No.2
～沖縄への事業進出・連携の促進を目指して（IT、バイオ関連分野）～
　内閣府は、沖縄が有するビジネス環境としてのポテンシャルを本土企業に理解し
てもらい、沖縄への事業進出や在沖企業との事業連携などを促進することを目的と
して、平成 30年度「沖縄力発見創造事業」企業誘致促進プログラムを実施しました。

《参加者の声（第 1回）》
・行政の支援が厚く、沖縄進出のハード
ルは高くない。進出を前向きに考えた
い。
・様々な情報が収集できた。課題も含め
よく検討したい。
・人材の確保が課題。現地企業との人材
交流や現地での育成も検討したい。

《参加者の声（第 2回）》
・企業立地に当たり、スタートアップ時
からサポートが充実している。
・現地企業と具体的な連携の話ができ
た。
・産学連携や企業立地に必要な施設が充
実している。

平成 30 年度「沖縄力発見創造事業」
企業誘致促進プログラム　概要

〇第 1回（IT 関連）
・日　　程：2月 27日～ 3月 1日
・対象企業：コンテンツ制作、ソフト

ウェア開発、情報処理関
係など（計 16社）

・主な視察先：
㈱サイダス（那覇市）、沖縄 IT 津梁
パーク（うるま市）、スタートアッ
プカフェコザ（沖縄市）、沖縄工業
高等専門学校（名護市）など

〇第 2回（バイオ関連）
・日　　程：3月 13日～ 15日
・対象企業：製薬、健康食品、化粧品

関係など（計 15社）
・主な視察先：
㈲沖縄長生薬草本社（南城市）、沖
縄科学技術大学院大学（恩納村）、
沖縄ライフサイエンス研究センター
（うるま市）、琉球大学医学部再生医
療研究センター（西原町）など

※各回ともに、在沖企業等との個別相談や
現場視察、県内業界団体等とのワーキン
グディナーなどを実施しました。

　
3
月
25
日
（
月
）、
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー

バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
ナ
ハ
に
お
い
て
、
関
係
者

な
ど
約
3
5
0
名
出
席
の
下
、
研
修
終
了

者
に
対
す
る
修
了
証
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与
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わ
れ
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15
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ロ
グ
ラ
ム
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代
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に
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閣
府
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当
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れ
ま
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。

　
安
藤
政
務
官
の
挨
拶
で
は
、「
沖
縄
の
産

業
を
牽
引
す
る
新
た
な
中
核
人
材
と
な
り
、

一層
の
活
躍
を
し
て
い
た
だ
け
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」
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。

　
ま
た
、
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は
、
各
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修
の
プ
ロ
グ
ラ
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マ
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ー
に
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る
各
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
概
要
紹
介
、
本
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業
を
実

施
し
た
事
業
団
体
代
表
者
の
皆

様
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
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ョ
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レ
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利
法
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沖
縄
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ク
ラ
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タ

研
究
会
代
表
理
事
白
井
旬
氏
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
本
事
業
に
お
け
る
成
果
や

各
業
界
に
お
け
る
今
後
の
人
材

育
成
の
方
向
性
、
次
年
度
に
向

け
た
決
意
や
他
の
研
修
へ
の
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

《
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
主
な
コ
メ
ン
ト
》

・
沖
縄
で
は
人
材
育
成
の
た
め

の
投
資
が
難
し
い
企
業
が
多
い

中
、
本
事
業
で
テ
キ
ス
ト
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
発
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ

る
。

・
本
事
業
で
開
発
し
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
活

用
し
、
次
年
度
以
降
も
人
材
育
成
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

・
こ
れ
ま
で
同
業
他
社
が一堂
に
会
す
る
研
修

に
取
り
組
む
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
課
題

が
共
有
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

・
本
事
業
を
通
じ
て
育
成
さ
れ
た
人
材
に
活

躍
の
場
を
造
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
業

界
の
役
割
で
あ
る
。

　
内
閣
府
で
は
、
今
回
の
事
業
の
成
果
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、

沖
縄
の
企
業
の
成
長
を
牽
引
す
る
産
業
中

核
的
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。　総

務
部
　調
査
企
画
課
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安藤政務官挨拶パネルディスカッション

記念撮影
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【総務部】

平成 30年度「沖縄型産業中核人材育成事業」
修了証授与式及びシンポジウム

No.1
～沖縄の企業を牽引する人材の育成について、共に考えていきましょう～
　内閣府では、企業の成長を牽引し、沖縄の産業全体の生産性向上に資する沖縄型
産業中核人材育成事業として民間団体などを対象とした 15 プログラムの研修事業
を実施し、305 名の研修修了者に対し内閣府特命担当大臣名の修了証を授与すると
ともに、シンポジウムを開催しました。

　
本
事
業
は
、
沖
縄
の
経
済
を
今
後
更
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
沖
縄
の
産
業
全
体
の

生
産
性
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
企
業
の
成
長
を
牽
引
す
る
た
め
の
中
核

的
役
割
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、

業
界
団
体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
人
材
育
成

カ
リ
キ
ュラ
ム
を
開
発
し
、
県
内
企
業
の
人
材

を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業

で
は
、
観
光
、
情
報
、
も
の
づ
く
り
な
ど
の

分
野
15
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
3
0
5

名
の
受
講
生
が
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。

平成30年度沖縄型産業中核人材育成事業の実施プログラム一覧
分野 団体名 募集テーマ

収益性向上チェンジリーダーとしてのホテルGM育成プログラム一般社団法人沖縄県ホテル協会

一般社団法人IOT

株式会社沖縄TLO

沖縄県酒造組合

琉球絣事業協同組合

沖縄県農業協同組合（JAおきなわ）

沖縄協同青果株式会社

株式会社CSDコンサルタンツ

一般社団法人沖縄県貿易協会

一般社団法人沖縄県食品衛生協会

一般社団法人沖縄県測量建設コンサルタンツ協会

特定非営利活動法人沖縄地理システム情報協議会

株式会社OTSサービス経営研究所

一般社団法人沖縄観光コンベンションビューロー

一般社団法人重要生活機器連携セキュリティ協議会

観光

情報

ものづくり

農業

建設

医療

貿易

食品衛生

地理空間ビッグデータ利活用人材育成プログラム

泡盛フレーバーホイールを用いた
ブレンドマーケッターの育成プログラム応用編

ものづくり装置開発・技術導入における構想設計責任者の育成プログラム

稼げる地域づくりの中核リーダー育成プログラム
～ツーリズムトレンドを生かした沖縄生産業中核人材育成～
IoT機器のセキュリティ評価・検証プロセスを修得する
上級エンジニアの育成プログラム

第2期 能動的・提案型業務を可能とする高度な相互接続検証人材育成プログラム

沖縄織物産業の新たなモノづくりとマーケティング人材育成プログラム

担い手経営体育成に向けた指導員の育成

マーケットインの手法を取り入れた青果販売力強化プログラム

CIM等i-Constructionマイスターの育成プログラム

訪日外国人緊急医療対応人材育成プログラム

沖縄県内の貿易業務に関連する企業の課題解決を進める
企画提案・営業・調整力を有する人材育成プログラム

沖縄県産特産品製造・流通、飲食業の品質管理高度化推進人材育成プログラム

沖縄の旅行業におけるイノベーション人材育成プログラム ネクストステップ編

事
業
の
概
要

修
了
証
授
与
式
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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